庄野潤三「愛撫」論 : 〈あたし〉の性的抑圧に着目して by 楊, 琇媚
 
 



























「収録作品の中では『愛撫』が一番よくまとまってい 結婚し ことで自分を見失っ 、 結婚したばかりの若い人妻 特殊な心の内側が、繊細な筆で清潔に描かれている」
（５）
と述べている。 また、 山本健吉も 「愛
























































のことより外に考えなかった」という記述や、「あたしの前に立ち、あたしの心をとりこにする男の人のことを、どうして夢み、待つ必要があっ だろう」 いう描写から分かるように 〈あたし〉は強い自己意識の持ち主であるように かれている。 ところが、 このような 〈あたし〉が、結婚によって「すっかり以前の自分を見失っていた」と言うのである。
 
 























































しかし作品では、逆にこの事件により 〈あたし〉の夫への愛情が確たるものとなり、破綻をきたし 夫婦の関係も修復される方向へ 進んでいくのである。
さらに、バイオリンの先生によって為された愛撫
の話を聞かされた夫は、「まるで別人 ように生き生きし 、




がこの作品に対する一般的な読みである。前述した〈あた 〉の告白を見る限り、そういった読みは確かに成り立 だろう ここで特筆すべきは、結婚生活がもたら た失望 より、〈あたし〉 「人生の計算間違いをしていた」こ に気付き かも婚姻その のの真相を悟ったかのように語られている点である。もしも、このまま〈 〉が夫との従属関係から自由になり、 そ 個人 なろうとし な ば、〈あたし〉 を〝新しい女〟とし 高く評価すべきでさえあっただろう。しかし作品の結末に、〈あたし〉が夫の「質問攻め」に対して「情熱を示」し、そのこと 「嬉 く感じている」と描写 いることから見れば、
（１１）
結局〈あたし〉の存在価値は再び夫婦の従属関係へと還元さ



















































性間の愛情」があった。そして、〈あたし〉はいやいやながらも、夫に責め立てられつつ、かつて修学旅行で宿屋に泊まっ 夜に、（ だ一度だけ）Ｔに抱かれたことを告白 た。すると、夫 「まるであたしの結婚前の秘密の恋人を見つけたか何ぞのように、すっ り興奮してしま」い、「しつこく大騒ぎして、問い糺そう 」 た。
 
このようにＴに抱かれたことを告白したことによる夫の異常な反応
から、またＴと 関係が「同性間の愛情」であると敢えて断られていることから見れば、二人の関係が単なる友 という次元に留まるものではなく、 同性愛の関係であったこともはっきりする。
（１３）
赤枝香奈子は、
























































































































先生の指はあったかかった。それが何か感情的なあったかさであった。あたし 、指の温 さから、（先生はあたしが好きでたまらないのだ）と感じた。指を相手の自由にまかせている間、あたしの頭の中にあっ ことは、この前のように、（今、不意に誰かがこの部屋へ入って来たらどうしよう？）と云うことであった。それは、あたしがいま秘密のことを ている、いけない事をしていると云う意識であ 既に、火鉢に手を ざすことは、先生に指を愛撫せら
マ
れることをあたしが許していることを意味するよ






























を抱えていたことは前節で述べた通りである。 希薄な夫婦関係 中で、〈あたし〉は夫との性的関係に満足はしていなかったと推察される。換言すれば、先生から さまざまな愛撫行為は〈 たし〉 性的欲望を誘発するものであったはずである。そ て、夫との体 コミュニケーションをうまく取れない〈あたし〉にとって、先生の愛撫はいわば一種の補償作用であったのである。
 
ところが、先生の愛撫を受けている時の〈あたし〉は無意識にその



















りに、〈あたし〉の人物像の内実を明らかにした。〈あたし〉は結婚したことで自我を失ったと自覚し、従来の夫との間の従属関係に疑問を抱いていたものの、夫の「質問攻め」を「情熱」と見なすこ によって、結局もとの夫婦 従属関係へと回帰 る結果となった。また、〈あたし〉とＴや秋築先生との愛撫の様子を語る様々な〈あたし〉の心情を分析 た 果、〈あたし〉 中に性的抑圧が潜在していることも明らかになった。
 
敗戦に伴う戦後のスタートは、家族の解体に向けての画期的な第一
歩ともなった。敗戦は、家長という役割を担ってき 男性たちの敗北を意味してもおり、有名無実化したの「家」 もとで耐えてき 女性たちは、民主主義によっても らされ 「男女同権」 理念によって自立性や自我を追求し始めた。〈あ し〉はまさしくそ ような時代背景の中で造形された人物である しか 長い間家族イデオロギーを植え付けられてきた女性たちにとって、そう たイデオロギーから解放されることは容易なこ ではなかった。 そうであるがゆえに、 「愛撫」はその困難さをまざまざと示す作品とな いるのである。
 
ところで、作品の最後で、〈あたし〉が語った、「（あああ、あた


































































る。したがって 庄野が女性一人称の語り手として敢えて仮名を用いて「あたし」と表記していることにも相応 意味があると考 られ、それは、のちに詳 く考察するように、語り手が本来持っているはずの自分らしさ
素直さなどのキャラクターをより効果的に引き出そうという意
図が働いていたと考えられるのである。
 
（
10）上野千鶴子「対幻想論」（『女という快楽』勁草書房、昭和六十一年十一月）
 
（
11）この点は、結婚してまもなくの夫が〈あたし〉とＴとの同性愛的な愛撫に強い興味をもち、執拗に責め立てたことに対して、〈あた 〉が当初それを夫
の強い愛情表現と見ていたことと相同する。
 
（
12）大井正『性と婚姻のきしみ』（福村出版株式会社、昭和五十五年十月）
 
（
13）夫によるが〈あたし〉への激しい追究という態度には この同性愛が同時
に家父長制的秩序と密接に関係するものであることが仄めかされて
いるようにも思われる。というのは、「家父長制は
男権の下に再生産の
プロセス
を支配するメカニズムであるから、女性が性的に男性の支配下
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に入らないレズビアンは、家父長制にとって不利益をもたらす」（中村三春
「レズビアン――谷崎潤一郎『卍』／松浦理英子『ナチュラル・ウ
ーマン』」『国文学
 
解釈と教材の研究（境界を越えて
 
恋愛のキーワ
ード集）』平成十三年二月）からである。
 
（
14）赤枝香奈子『近代日本における女同士の親密な関係』（角川学芸出版、平成二十
三年二月）
 
（
15）川村邦光『性家族の誕生』（筑摩書房、平成十六年七月）
 
（
16）「幸福に震える小兎」という描写には、〈あたし〉 可愛らしさを強調するよう
な作用があるが、ここでも、〈あたし〉は「あたし」という自
称
詞が持つイメージにふさわしい女性的人物として描かれていること
が注意され 。ちなみに、可愛らしくて女性らしい〈あたし〉とは対照的に、Ｔが「男の 太い声」により「男性化」されていることもっきりす
る。
 
（
17）〈あたし〉の中に、性欲や性を忌まわしいもの、汚らわしいものとする言説が根強く植え付けられてきたためと見なすこともできる。
 
（
18）坂西志保「週刊図書館（「妻と恋人
 
庄野潤三『愛撫』」）」（『週刊
朝日』昭和二十九年一月二十四日）
 
 付
記
 
本稿は二〇一三年文藻外国語大学日本研究国際シンポジウム―日本語
教育と日本研究の連携―（二〇一三年十月二十六日
 
於台湾・高雄）における
発表内容に加筆・訂正を施したものである。
 
 
（よう
 
しゅうび、台湾南台科技大学助理教授）
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